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甲状腺除去鶏の頚二腹筋における筋線維型構成と筋線維径の変化について

仁木隆博・信國喜八郎

九州東海大学農学部，熊本県阿蘇郡長|湯村河Mj869-1404

本実験では,10～llR齢IIj｣fに外科的に叩状腺を除去した雄雛（白色レグホーン系コマーシャル）を用

いて，頚二腹筋(M"""""γ加as)の各筋線縦型の構成割合，筋線維径および数に及ぼす甲状腺ホル

モン欠如の影響について検討した。実験区には甲状腺除去（甲除)，甲状腺自家移植（自家移植）および

無手術を設定し,50～51日齢まで育成した後，頚二腹筋の材料採取を行った。組織化学的方法により，

筋線維をI型，ⅡA型およびⅡB型に分類して，筋線維型の割合を求め，筋線維直径とその筋肉断面で

の総数を計測した。また，実験終了時に採|[llした血液サンプルで血漿T3およびT1濃度を測定した。

甲除区の血漿T3およびT濃度は他の2区よりも明らかに低濃度であった｡したがって，甲除区は体

重，頚二腹筋重量とも明らかに軽く，発育が悪いことが示された。甲除区の頚二腹筋は，他の2区の筋

肉と断面における筋線維数では差を示さなかったので，その重量が軽いのは筋線維の著しい発育不全に

よることが認められた。頚了腹筋の筋線維はI型，ⅡAﾉﾘ!およびⅡB型に分類され，甲除区では，他の

2区よりも解糖型エネルギー代謝に依存したⅡB型筋線維の割合が増え，酸化的エネルギー代謝に依存

したⅡA型筋線維の割合が減少し，ⅡA型筋線維からⅡB型筋線維への変換が生じた。とくにⅡA型筋

線惟は直径も最も小さくなり，甲状腺ホルモンの欠如の影響が最も強く現れていた。

これらの結果から，甲状腺ホルモンは筋成長や筋線維の発育に深く関与し，とくにⅡA型筋線維の発

育に密接に関与するものと推察された。
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鶏において，幼雛時から甲状腺ホルモンが欠如する

と，骨格筋の発育が著しく抑制されること（仁木と信國，

1994b,1998,2003)およびこの発育抑制には筋線維の数

ではなく径の大きさが密接に関与すること（仁木と信

國,2002)が報告されている。しかし，骨格筋によって

は発育の抑制の程度と筋線維径の減少度とは必ずしも呼

応するものではないことも報告されている（仁木と信

"|,2002)｡この理由の一つとして，筋線維に対する甲状

腺ホルモンの影響は筋線維型によって差異のあることが

示唆されている（仁木と信國，2002）が明らかではない。

鶏の骨格筋線維は，一般にその収縮速度や代謝活性の

違いによってA型,B型およびC型(SLIzuki,1972)あ

るいはI,nAおよびⅡB型(Iwamotoaaj.,1993;

Ono"",1993)の3型に分類されている。また，骨格

筋の所在部位や働きによって各筋線維型の構成割合や径

は異なることがGeorgeandBerger(1966)によって述
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くられている。しかし，鶏の骨格筋を構成する各型の筋

線維の割合や径に及ぼすホルモンの影響についての報告

は少なく，甲状腺ホルモンに関してBacoueml.(1980)

およびDainataaA(1991)が孵卵中に抗甲状腺剤を投

与して，またCarpenter"(z/.(1987)がサイロキシンを

経口投与して各型の筋線維の櫛戊割合を検討している。

本実験では,鶏雛において,3型の筋線維が混在し，しか

も筋線維数が計測しやすい頚二l1夏筋(M"""""γ塊as)

を用いて，甲状腺ホルモンの欠如が各型の筋線維の構成

割合および径に及ぼす影響について洲査し，これらの影

響と頚二腹筋重量との関係について検討した。

材料および方法

供試鶏および飼育方法：白色レグホーン系コマーシャ

ル（デカルブ）雄雛15羽を用いた。鶏は初生から28日

齢までは育雛器（ゴトウ育雛器製作所，静岡）で常法に

準じて飼育し，29日齢以降は21～24℃，照明時間14時

間（午前5時～午後7時）に調整された室で中雛バタ

リーにて飼育した。飼料には市販の配合飼料（伊藤忠飼

料，東京）を用い，初生から28日齢までは幼雛用を，29
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日齢から50～51日齢までは中雛用を毎日午前8時30分

に給与し，水とともに自由に摂取させた。

実験区の設定および処理方法：実験区として甲状腺除

去（甲除)，甲状腺自家移植（自家移植）および無手術の

3区を設定した。10～1l日齢時にMarvinandSmith

(1943)の方法に準拠して甲状腺を除去した。甲状腺除去

鶏の半数は除去のままとし，残りの半数は摘出した甲状

腺を仁木と信國(1994a)の方法によって直ちに前胸部

皮下（胸筋Mpe"oJαγjs前部）に自家移植した。

供試筋の採取および処理：供試鶏は50～51日齢に採

血後,pentobarbitalsodium(大日本製薬大阪）麻酔

下で頚動脈切断により屠殺した。直ちに頭部を環椎後頭

関節より，脚部を足根間関節より切断し，剥皮して剥皮

屠体とした。重量測定後，屠体をビニール袋に入れ氷水

中に30分間浸漬した。その後，素早く右側の頚二腹筋

(Mb"e""c""cjs)を摘出し，重量測定後，筋体の中

央部を約5mm幅で切り出し，その筋肉片の横断面部を

直径約l.5cmの円形濾紙の中央部に付着させドライア

イスーイソペンタンで急速凍結した。凍結した筋肉片は

同じ冷媒中であらかじめ冷却しておいた蓋付の保存瓶

(5cc)に入れ,-70℃の冷凍庫で保存した。

続いて，剥皮屠体から甲状腺を摘出し，重量を測定し

た。さらに内臓を分離し重量を測定した後，消化器官か

ら糞や飼料などの内容物をピンセットで丁寧に取り出し

その重量を測定した。前述の剥皮後に測定した屠体重か

らこの内容物の重量を差し引いて剥皮体重とした。

組織化学的な筋線維型の分類：クリオスタット

(SLEE社,Germany)を用いて凍結保存した筋肉片を

15"mの連続切片とし,30～60分間風乾した後，筋線維

型を分類するためmyosinadenosinetriphosphatase

(ATPase)活性(PadykulaandHerman,1955)および

NADH-tetrazoliumreductase(NADH-TR)活性(Bur-

stone,1962)の検出を行った。myosinATPase活性の

検出では酸性(pH4.3)の前処理液に20℃,5分間，また

はアルカリ性(pH9.4)の前処理液に20℃,30分間浸濱

した後，基質としてATPを含む浸漬液で前者では45分

間，後者では20分間の処理を行った。つぎに,Iwamoto

aaL(1993)の方法に従って,myosinATPase活性お

よびNADH-TR活性の検出結果に基づいて筋線維型を

I,nAおよびⅡB型に分類した。

各型の筋線維の径および割合ならびに筋線維総数の測

定:myosinATPaseおよびNADH-TR活性の検出処

理を行った切片のうちで，横断面積が最大のものを選

び，その中央部の筋束において，輪郭が鮮明な筋線維

400個を選定し，径の測定を行った。測定は倍率400倍

の顕微鏡下でマイクロメーターを用いて行い，測定部位

41巻J3号(2004)

は短径の最大長とした。筋線維型の構成割合について

は，径の測定に用いた切片とほぼ同位置に存在する中央

部の筋束において，まず検鏡倍率100倍であらかじめ筋

線椎型を分類し，つぎに400個の筋線維について400倍

で精査し，各型の割合を求めた。筋線維の径や構成割合

について切片中央部に限って測定を行ったが，これは予

備試験的に中央部以外の数カ所で測定し，中央部とほぼ

同様の値を得たことによる。一方，筋線維数の測定は，

最大断面積の切片を倍率20倍の顕微鏡下で分画写真と

し，その分画写真を合成して20倍の切片全体の写真を

作製して行った。全体写真上のすべての筋線維の数を数

取器を用いて肉眼的に3回測定し，その平均値を当該切

片の筋線維総数とした。

血漿T3およびT4濃度の測定：屠殺直前に翼下静脈か

ら約2mjの血液を採取し，直ちに3,000rpmで15分間

遠心した後，血漿を分離した。この血漿を用いて,En-

zymeimmunoassey(EIA)法（伴ら,1982)によるエ

ンチムンテストT3およびT4(BoehringerMannheim

社,Germany)にて1m漿T3およびT4濃度を測定した。

統計処理：測定結果についてはStudent'srtestによ

り各区間の有意差検定を行った。

なお，甲除区の鶏のうち，屠殺時に残存甲状腺が肉眼

的に認められ，血漿T3およびT4濃度が無手術区や自家

移植区に近い値を示した個体についてはデータから除外

した、

結 果

各区の剥皮体重，甲状腺重量および血漿T3,T4濃度を

示すと表lのとおりである。剥皮体重については，甲除

区は無手術区と自家移植区よりも明らかに軽く(P<

0.01),後二者間では有意差は認められなかった(P>

0.05)｡甲状腺重量は実l1l1値，相対値のいずれにおいても

無手術区と自家移植区は同等の値を示した。血漿T3お

よびT1濃度については，無手術区と自家移植区とで差

がなかったのに対し，甲除区はT3でこれら2区のおよ

そ20%,T4でおよそ30%の値にとどまり，有意な差が

認められた(P<0.01)。

つぎに，各区の頚二腹筋の重量筋線維の径および総

数を表2に示した。重量および筋線維径については，甲

除区は無手術区と自家移植区よりも著しく小さく(P<

0.01),後の2区間には有意差は認められなかった(P>

005)｡しかし，筋線維総数は試験区間で差を示さなかっ

た。

頚二腹筋の筋線維型の分類結果を図l～6に示した。

いずれの試験区においても，酸処理後のmyosln

ATPase活性が高い筋線維(I型）と低い筋線維（Ⅱ型）
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表1,無手術鶏，甲状腺自家移植鶏および甲状腺除去鶏における剥皮体重，甲状腺重量ならび

に血漿T3およびT'1濃度

Table1．Carcassweight,thyroidglandsweightandplasmaconcentrationofT3andT.,in

malechickensofintact,thyroidautotransplantationandthyroidectomygroups

J153

実験区
Experimentalgroups

甲状腺除去
Thyroidectomy

自家移植
Autotransplantation

無手術
Intact

羽数
No.ofbirds

剥皮体重(9)
Carcasswt.(9)

甲状腺重量(mg)
(m9%)

Thyroidglands(mg)
wt.(m9%)

T3濃度(ng/mJ)
T3concentration(ng/mJ)

T4濃度(ng/ml)
T4concentration(ng/mJ)

5 5

440．0±41.0a399.4±13．0鋤

5

253．9±20.3b
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羽数以外の値は平均値±標準偏差。

FiguresexceptthenumberofbirdsshowMeans±SD.

剥皮体重は剥皮後の体重から頭部（環椎後頭関節より上部)，脚部（足根間関節より下部）お

よび消化管の内容物を差し引いた値。

Carcasswt.wasevaluatedbysubtractingtheweightsofhead(upperatlaspart),feet

(undermetatarsalpart)anddigestivetractcontentfromtheskinnedbodyweight.

甲状腺重量の上段の値は実測値，下段の値は剥皮体重100g当たりの重量。

Valuesofupperandlowerlinesonthyroidglandswt.showabsolutewt.andits

percentagewt.ofcarcasswt.,respectively.

同列の平均値の異符号間に有意差あり(P<0.01)｡

Meanswithdifferentsuperscriptsdiffersignificantlywithinthesamerow(P<0．01).

表2．無手術鶏甲状腺自家移植鶏および甲状腺除去鶏における頚二腹筋の重量，筋線維径お

よび筋線維総数

Table2.Weight,6berdiameterandtotalfibernumberofM.6j"e"te7"cg"ﾉjasfrommale

chickensofintact,thyroidautotransplantationandthyroidectomygroups

実験区
Experimentalgroups

甲状腺除去
Thvroidectoml

自家移植
Autotransplantation

無手術
Intact

5羽数
No．ofbirds

頚二腹筋重量(9)
Wt.ofMbi"2"terce"ﾉjcis(9)
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羽数以外の値は平均値±標準偏差。

FiguresexceptthenumberofbirdsshowMeans=tSD.

同列の平均値の異符号間に有意差あり(P<0.01)｡

Meanswithdifferentsuperscriptsdiffersignificantlywithinthesamerow(P<0.01)
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図l～6

Figs.1-6

無]術鶏，甲状腺自家移杣鶏および甲状腺除去鶏における頚二腹筋の組織像。

MicroscopicphotographsofM〃"G疵eγ“γz）/cisinmalechikensofintact,

thyroidautotransplantationandthyroidectomygl-oups.

Copyright ©2004, Japan Poultry Science Association



仁ﾉkら：甲除鶏の筋線維型構成と径の変化J155

が存在し，さらにⅡ型の筋線維はNADH-TR活性が高家移植区との|11ではいずれの筋線維型も差を示さなかつ

いもの（ⅡA型）と低いもの（ⅡB型）に区M|'され，頚たo

二I夏筋の筋線維型はI,HAおよびⅡBの3型に分類さ各筋線維型の径を表4に示した。まず各試験区ごとに

れたoまた,NADH-TR反応におけるフォルマザン順粒筋線縦型間で比較すると，甲除区ではI型の径が他の2

は，甲除区においてはI型筋線維は濃く密に存在したつの型より大きく有意差が認められた(P<005)が，Ⅱ

が，ⅡA型は粗大で数も少なく，ⅡB型は散在していた。A型とⅡB型については,IIB型がⅡA型より明らかに

一方，無手術区と自家移柚区ではI型とⅡB型の反応順大きな径を示した(P<0.05)。一〃，無手術区と自家移

粒は甲除区と同様であったが，ⅡA型の反応噸粒は濃く植区においては,I型の径が他の2つの型より大きいこ

密に存在し，甲除区とは異なる様相を呈した。と(P<0.05)は甲除区と同様であったが，ⅡA型とⅡB

各区の頚二腹筋における各筋線維型の構成割合を表3型については有意な差はみられなかった。各筋線維型の

に示した。各筋線維型|川でこのIIfll合を比鮫した場合，い径の試験区間での比1肢では，甲除区では3JMともに他の

ずれの区でもⅡB型はIおよびIIA型に対して有意に人2区より小さな値を示し，ⅡA型とⅡB型では有意差が

きかつた(P<001)｡I咽とⅡA型の1ifll合の比較では，認められた(p<005)ol型については,||I除区が無手

甲除区ではⅡA型が小さい傾向を示したのに対し，無手術区より有意に小さく(P<005),また自家移植区より

術区および自家移植区では逆にⅡA咽が大きい傾li'lをも小さい傾向を示した。一ﾉJ~,無手術区と|'|家移杣区の

示した。一方，試験区間での比較では，甲除区はI型の間に差は認められなかった(P>0.05)。

割合については他の21Xと同等の値を示したが，ⅡA型
考 察

の割合では他の2区より明らかに小さい値(P<0_0l),

ⅡB型の11il1合では大きい値(P<0_01)を示し，他の2区本実1砿において,III状腺を外科的に除去した甲除鶏で

とは明らかに異なっていた。これに対して無手術区と目は無手術鶏自家移植鶏に比較してⅢl漿T3およびT』1濃

図l:無手術区；酸(pH4.3)処理後のmyosinATPase活性。

Fig.1:Intact;myosinATPaseactivitya｢teracidpreincubationatpH4.3.

図2：無手術区;NADH-tetrazoliumreductase(TR)活性。

Fig.2:Intact;NADII-tetrazoliumreductase(TR)aCtivity.

図3：甲状腺自家移植区；酸(pH4.3)処理後のmyosinATPase活性。

Fig.3:Autotransplantation;myosinATPaseactivityafteracidpreincLlbationatpH4､3

図4：甲状腺自家移植区;NADH-TR活性。

Fig.4:Autotransplantation;NADH-TRactivity.

図5：甲状腺除去区;"(pH4.3)処理後のmyosinATPase活性。

Fig.5:Thyroidectomy;myosinATPaseactivityafteracidpreincLlbationatpH4.3.

図6：甲状腺除去区;NADH-TR活性。

Fig.6:Thyroidectomy;NADH-TRactivity.

筋線維はつぎの3型（|剰中のA,B,C)に分舶：

Musclefiberscanbeclassl6edintofollowingthreetypes(A,B,Conphotographs):

A:I型；酸処理後のmyosinATPase活性は高く,NADH-TR活性も高い。

A:TypelshowsahighactivityofacidpreincubatedmyosinATPaseandhighNADH-TRactivity.

B:nA型；腋処理後のmyosinATPase活性は低く,NADH"TR活性は高い。

B:TypenAshowsalowactivityofacidpreincubatedmyosinATPaseandhighNADH-TRactivity

C:nB型；酸処理後のmyosinATPase活性は低く,NADH-TR活性も低い。

C:TypenBshowsalowactivityofacidpreincubatedmyosinATPaseandlowNADH-TRactivity.

各図ともに図6においてbar(10"m)で示された倍率に同じ。

All6guresareatthesamemagni6cationindicatedbythebar(10"m)inFig.6.
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表3．無手術鶏甲状腺自家移植鶏および甲状腺除去鶏における頚二腹筋の各筋線維型の構成

割合

Table3.Percentagedistributionof6bertypesinMb"em"c"""sfrommale

chickensofintact,thyroidautotransplantationandthyroidectomygroups

Jl56

実験区
Experimentalgroups

無手術
Intact

自家移植甲状腺除去
AutotransplantationThyroidectom)

羽数
No．ofbirds

筋線維型
Muscle6bertypes

l型（％）
Typel(%)

ⅡA型（％）
TypenA(%)

ⅡB型（％）
TypenB(%)

5 ５ ５

ａ

ａ

Ａ
Ａ
駒

５
０
４

５
３
９

士
士
士

５
７
８

３
９
６

２
２
４

ａ

ａ

Ａ
Ａ
恥

７
１
８

２
７
２

＋
’
＋
’
士

８
２
０

５
９
５

２
２
４

ａ
ｂ
ｂ

Ａ
Ａ
Ｂ

ｎ
ｄ
句
○
Ｑ
ｕ

ｎ
ｄ
ハ
ム
ｎ
う

＋
’
士
士

１
９
０

１
７
１

２
１
６

羽数以外の値は平均値±標準偏差。

FiguresexceptthenumberofbirdsshowMeans±SD.

同列の平均値の異符号間に有意差あり[A,B:筋線維型間(P<001),a,b:実験区間(P
<0.01)]o

Meanswithdifferentsuperscriptsdiffersigni6cantlywithinthesameroworcolumn

[A,B:betweenmusclefibertypes(P<0.01),a,b:betweenexperimentalgroups(P<

0．01)].

表4．無手術鶏甲状腺自家移植鶏および甲状腺除去鶏における頚二腹筋の各筋線維型の径

Table4.FiberdiameterineachtypeinM．b"9噸eγ“γ1ﾉjCisfrommalechickensof

intact,thyroidautotransplantationandthyroidectomygroups

実験区
T1 p1

h‘xperlmenIalgr･oups

無手術
Intact

自家移植
Autotransplantation

甲状腺除去
Thyroidectomy

羽数
No.ofbirds

筋線維型
Musclefibertypes

l型(um)
Typel(um)

ⅡA型("m)
TypenA("m)

ⅡB型いm)
TypenBWm)

5 5 5

ｂ

Ａ
α
帥

９
８
３

２
１
１

＋
’
＋
’
＋
’

８
４
３

７
８
１

２
１
２

、
Ｄａ

Ａ
恥
恥

２
７
９

４
２
２

＋
’
＋
’
＋
’

８
７
３

１
３
５

３
２
２

ａ

Ａ
馳
恥

５
３
３

２
１
１

士
十
一
十
一

１
０
３

４
６
７

３
２
２

羽数以外の値は平均値±標準偏差。

FiguresexceptthenumberofbirdsshowMeans±SD.

同列の平均値の異符号間に有意差あり[A,B,C:筋線維型間(P<0.05),a,b:実験区間

(P<0.05)]o

MeanswithdifferentsuperscriptsdiffersignifIcantlywithinthesameroworcolumn

[A,B,C:betweenmusclenbertypes(P<005),a,b:betweenexperimentalgroups(P<

0.05)]．
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度は著しく減少し，剥皮体重も明らかに減少する結果が

得られ，すでに報告されているように(Davison"".,

1980;Harvey"".,1983;Moore"".,1984),甲除鶏

は甲状腺ホルモン欠如の状況にあったことが確認され

た。一方，除去後の甲状腺を自家移植した鶏（自家移植

鶏）は血漿T3,T4濃度および移植甲状腺の重量において

無手術鶏と同等の値を示し，さらに剥皮体重についても

差のない値を示した。このことは仁木と信國(1994a)が

報告しているように，移植甲状腺が移植25日前後まで

には十分活着し,40日前後（屠殺時）には甲状腺ホルモ

ンが無手術鶏と同様に正常に分泌されていたことを示す

ものである。したがって，これ以降の考察は同程度の手

術の影響を受け甲状腺ホルモンが欠如した甲除鶏と正常

に分泌された自家移植鶏との間で行った。

著者らは前報（仁木と信國，2002）において，甲状腺

ホルモンが欠如しても骨格筋の筋線維総数は変動せず筋

線維径が著しく縮小し，このことが，甲状腺ホルモンの

欠如によって生ずる骨格筋の発育抑制に密接に関連する

ことを頚二腹筋を例として報告した。今回の結果におい

ても，甲除鶏の頚二腹筋は自家移植鶏に比べて筋重量と

筋線維径では著しく小さな値を，また筋線維総数では差

のない値を示し，甲状腺ホルモンの欠如による頚二腹筋

の発育抑制は筋線維径の減少と関連することが再度確か

められた。

つぎに，頚二腹筋を構成する各筋線維型の割合および

径の大きさに対する甲状腺ホルモン欠如の影響を検討し

た。甲除鶏では自家移植鶏に比べ各型の筋線維径の減少

にともない，ⅡA型の占める割合が減少し，ほぼその割

合分だけⅡB型が増加する結果となった。このことは，

甲状腺ホルモンの欠如によってⅡA型筋線維がⅡB型筋

線維へ変換したため生じたものと考えられる。尾野ら

(1983)は去勢鶏にtestosteronepropionateを投与す

ると，外側腸頚骨筋・寛骨臼後部(Mi"o"bjα"sj“e‐

γα"s"7spost(z"""/αγZs)においてⅡB型筋線維の一

部がⅡA型へ変換することを報告している。本実験の結

果は，甲状腺ホルモンの欠如によっても筋線維型の変換

が生じ，骨格筋の各筋線維型の割合を変動させることを

示唆するものと思われる。また，甲状腺ホルモンはエネ

ルギー代謝や蛋白合成に関与し，ミトコンドリアにT3

の受容体が存在することが知られている(Oppen-

heimergjal.,1976;Sterling"".,1977)｡NADH-TR

活性の高低はミトコンドリアの数の増減に比例すると考

えられることから，甲除鶏でのⅡA型からⅡB型への変

換はミトコンドリア数(T3の受容体）の減少に関係する

と思われる。

本実験において示された頚二腹筋でのⅡA型からⅡB

型への筋線維型の変換は，甲除鶏のⅡA型筋線維におけ

るフォルマザン頼粒の鮮明度および筋線維径の極めて顕

著な減少からみて，甲状腺ホルモンの欠如に対してⅡA

型筋線維の感受性が高いことを示唆するものと思われ

る。しかし，甲状腺ホルモンが欠如したとき，他のすべ

ての骨格筋で同様な筋線維型の変換が生ずるとは一概に

は言えない。孵卵中に抗甲状腺剤を投与すると，足底筋

(Mpjα"rαγjs)では本実験とは逆にⅡA型筋線維が増加

すると報告されている(Bacou"(zJ.,1980;Dainat"

"J.,1991)。この他にも個々の骨格筋により，筋線維型へ

のホルモンの影響が異なることはラット(Hanzlikova

andGutmann,1972)やマウス(Vaughanem/.｡1974)

でも報告されている。しかし，甲状腺ホルモンが欠如す

ると3型のいずれの筋線維でも径が減少し，このことが

重量の増加抑制の一因となることは，仁木と信國（2002）

の報告からみて，すべての骨格筋に適合するものと推察

される。

以上の結果より，鶏において甲状腺ホルモンが欠如す

ると，頚二腹筋ではⅡA型からⅡB型への筋線維型の変

換が生ずるとともに，3型すべての筋線維径が減少する

なかで，とくにⅡA型の筋線維径が著しく減少し，結果

的には発育が抑制されることが明らかとなった。
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ChangesofProportionalDistributionofFiberTVpesandFiber

DiameterslnducedbyThyroidectomy

intheM.b加enteW･Cerlﾉicisof

MaleChicken

TakahiroNikkiandKihachiroNobukuni

SchooIofAgriculture,KyushuTokaiUniversity,Aso-gun869-1404

Theproportionaldistl-ibutionoffibertypesandfiberdiameterineachtypeintheJMbive"rer

“ﾉ'WcIswerecomparedamongthethyroidectomized,thyroidautotransplantedandintactWhite

LeghornmalechickensforclarifyingtheeHEctofthyroidhormonesontheiibercomposition.

Thethyroidectomyandthyroidautotransplantationfollowingonitsexcisionwereperformedat

10-1ldaysofage,andthemusclematerialsatthecentralventerwereobtainedfrOmtheevery

groupat50－51daysofage.Muscleiiberswereclassifiedintotypesl,nAandnBaccording

tothereactivitiesofmyosinATPaseandNADH-tetrazoliumreductase.PIasmaconcentrations

ofT3andT4ineverygroupweremeasuredusingtheEIAmethodat50-51daysofage.

ThethyroidectomizedchickenswithlowplasmaconcentrationsofT3andT4at50-51daysof

agehadgrownupatslowrateandalsoretardedanormalgrowthofthebiventermuscleduring

thisexperimentalperiod.Thesmallbiventermuscleofthyroidectomizedchickenscontained

fibersofsmallsizeatthesamenumbercomparedwiththeothertwogroups.Whenthebiventer

musclewascomposedoftypesl,nAandnBfibers,thepercentagedistributionoffibertypes

waschangedbythyroidectomyindicatingthetransfbrmationoffast-twitchoxidativeglycolytic

(IA)tofast-twitchglycolytic(nB)．Thisphenomenonseemedtobeinducedbyloweringrate

ofoxidativeenergymetabolisminthetypenAiibersbecauseofreductionoffbrmazangranule

numberafterNADH-dehydrogenaseactivity.Ontheotherhand・sIow-twitchoxidative(typel)

fibersformaintainingpostureofheaddidnotreducethenumberoffbrmazangranulesafter

thyroidectomy.Fromtheseresults､itwassuggestedthatthyroidhormonescouldnotencourage

onlythefibersizegrowthbutalsothedevelopmentofoxidativeenergymetabolismofiibers,

especiallytypenAfibers.

(Jtzpα"ese‘ﾉひz"wα/Q/Po""〃Sae"ce,<".･"51-,"",2004)

Keywords:thyroidhormones､A46/ve"花『cen)/c/s,musclefiber,thyroidectomy,chickens
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